
日本橋における首都高の再解釈 顔写真30*30
氏名，研究室名：
游ゴシック
ミディアム,10pt
行間12pt

古峰丈瑠
建築設計計画Ⅰ研究室

□コンセプト
現在、首都高の老朽化が進み様々な
地点で修復工事が行われている。日
本橋周辺の首都高を地下化させ撤去
してしまうことに疑問を感じ高架を
利用した遊歩道を設計した。

□プログラム
オフィス街を結ぶ道の先に船着き場
を設計した。お堀の水路を利用して
水面からも遊歩道を楽しめるよう考
えた。水面、構造、遊歩道と三層に
わたり設計することでインフラが地
層のように積み重なっている日本橋
に新たに層にを積み重ねた。
　

□デザイン
梁の裏面にステンレスの板を入れ構
造を補強すると共に鏡面仕上げにす
ることで水面の光の反射で高架下の
空間に光を取り込むことができる。
また、梁と道の高さを調整し梁の上
に座ったり道から梁が飛び出してき
たりしている様にデザインした。
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初代日本橋　1603 年　

現在の日本橋（20 代目）　1911 年　

銀座線　1934 年

首都高　呉服橋 -江戸橋 JCT　1963 年

外堀　1603 年

首都高高架計画案　2020 年
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